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凡
　
例

　

日
時
　
　

場
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集
合
　
　

対
象
・
定
員
　
　

費
用
　
　

内
容
　
　

講
師
　
　

一
時
保
育
　
　

締
切
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申
込
　
　

問
合
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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ご相談は担当地域の保健相談所にご連絡ください。担当地域一覧は区ホームページ（右記二次元コード）をご覧く
ださい○城東保健相談所☎3637-6521、℻3637-6651○深川保健相談所☎3641-1181、℻3641-5557○深川南部保健
相談所☎5632-2291、℻5632-2295○城東南部保健相談所☎5606-5001、℻5606-5006

各保健相談所
（お住まいの地域によって担当の
 保健相談所が決まっています）

発
達
障
害
と
は

　
発
達
障
害
は
生
ま
れ
つ
き
の
脳

機
能
の
発
達
に
関
す
る
障
害
で
す
。

主
な
発
達
障
害
の
概
要

○ 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ

Ｄ
）

　
年
齢
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
対
人
関
係
）
が
築
け
な

い
、
興
味
や
行
動
に
強
い
こ
だ
わ

り
が
あ
る
と
い
う
₂
つ
の
特
徴
を

あ
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
言
語
発

達
の
遅
れ
が
あ
る
人
も
い
ま
す
。

○ 

注
意
欠
如
・
多
動
症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）

　
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
、
集

中
で
き
な
い
、
ミ
ス
や
忘
れ
物
が

多
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

行
動
や
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

○ 

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

　
知
的
発
達
に
は
遅
れ
が
な
い
も

の
の
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る

な
ど
特
定
の
学
習
に
困
難
が
生
じ

ま
す
。
文
字
が
ゆ
が
ん
で
見
え
た

り
、
数
字
の
桁
が
理
解
で
き
な
か

っ
た
り
、
苦
手
分
野
は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

発
達
障
害
へ
の
理
解
を

　
発
達
障
害
の
原
因
は
脳
機
能
の

障
害
で
あ
り
、
育
て
方
や
本
人
の

努
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
発
達
障
害
が
あ
っ
て
も
、
本
人

や
周
囲
の
人
が
特
性
に
応
じ
た
環

境
や
接
し
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
の
困
難
を
軽
減
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
達
障
害
の
相
談
先

　
発
達
障
害
は
、
適
切
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
で
社
会
に
適
応
す
る

能
力
を
身
に
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。

﹇
相
談
先
﹈

○ 

東
京
都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ（
ト
ス
カ
））

 

☎（
3
4
2
6
）2
3
1
8

 

℻（
3
7
0
6
）7
2
4
2

○ 

お
住
ま
い
の
地
域
の
保
健
相
談

所
（
下
記
欄
外
）

　
次
回
以
降
は
主
な
発
達
障
害
の

特
性
や
事
例
な
ど
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

問▢
障
害
者
施
策
課
施
策
推
進
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
7
4
9

 

℻（
3
6
9
9
）0
3
2
9 第3回

発
達
障
害
①
　発
達
障
害
っ
て
ど
ん
な
障
害
？

　
砂
町
を
「
第
二
の
故
郷
」
と
し
て

愛
し
た
、
昭
和
を
代
表
す
る
俳
人
・

石
田
波
郷
を
顕
彰
す
る「
は
こ
べ
ら
」

俳
句
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

俳
句
募
集
要
項

﹇
投
句
﹈₂
句
一
組
（
波
郷
を
偲し

の

ぶ
句

ま
た
は
今
年
の
テ
ー
マ
句
（
兼
題

「
砂
」）
一
句
・
雑
詠
一
句
）
※
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。
何
組
で
も
可
。

﹇
投
句
料
﹈₂
句
一
組
1
、0
0
0
円

（
大
会
句
集
代
お
よ
び
送
料
）※
定
額

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
（
切
手
不

可
）

﹇
選
者
﹈上
田
日
差
子
、
岸
本
尚
毅
、

鈴
木
し
げ
を
、
德
田
千
鶴
子
、
能
村

研
三
（
五
十
音
順
）

﹇
賞
﹈石
田
波
郷
記
念
「
は
こ
べ
ら
」

賞
₁
人
、
石
田
波
郷
記
念
館
賞
₁
人
。

各
選
者
に
よ
る
特
選
₃
句
、
入
選
₁₀

句
※
類
句
・
類
想
句
・
二
重
投
稿（
結

社
誌
・
大
会
句
集
な
ど
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
を
含
む
）
は
賞
を
取
り
消
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

﹇
発
表
﹈令
和
₅
年
₂
月
下
旬
ま
で
に

入
賞
者
に
直
接
通
知

﹇
授
賞
式
﹈令
和
₅
年
₃
月
₁₂
日（
日
）

午
後
₂
時
か
ら
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
実
施

締▢
₁₂
月
₁₀
日
（
土
）
必
着

﹇
投
句
方
法
﹈規
定
用
紙
ま
た
は
原
稿

用
紙
に
楷
書
で
、
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
俳
号
（
氏
名
、
俳
号
に
は

フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

投
句
料
を
添
え
て
〒
１３６
―
００７３
北
砂
₅

―
₁
―
₇
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
は

こ
べ
ら
俳
句
大
会
係
に
現
金
書
留
で

郵
送
ま
た
は
窓
口
で

関
連
講
演
会

　
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
俳
句
の
今

を
切
り
開
く
神
野
紗
希
さ
ん
が
、
同

郷
松
山
の
石
田
波
郷
を
は
じ
め
、
正

岡
子
規
や
夏
目
漱
石
な
ど
の
俳
句
に

も
触
れ
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し

の
中
で
「
今
を
詠
む
」
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

時▢
₁₀
月
₁
日
（
土
）
午
後
₃
時
〜

₄
時
半
場▢
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
北
砂
₅
―
₁
―
₇
）

人▢
₃₀
人（
申
込
順
）
費▢
5
0
0
円

内▢
「
一
度
っ
き
り
の
今
を
詠
む
」

師▢
神
野
紗
希
（
俳
人
、
現
代
俳
句

協
会
幹
事
）

申▢
₈
月
₁₆
日
（
火
）
か
ら
砂
町
文

化
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

 

☎（
3
6
4
0
）1
7
5
1

 

℻（
5
6
0
6
）5
9
3
0

▲神野紗希さん

▲石田波郷

　
俳
聖
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
る
松

尾
芭
蕉
。
晩
年
の
₁₄
年
間
、
深
川（
現

・
常
盤
）
の
草
庵
・
芭
蕉
庵
を
拠
点

に
活
動
し
、
多
く
の
名
句
や
紀
行
文

を
残
し
ま
し
た
。「
古
池
や
蛙
飛
び

込
む
水
の
音
」
も
、
こ
こ
で
誕
生
し

ま
し
た
。
芭
蕉
ゆ
か
り
の
深
川
の
地

で
、
国
際
英
語
俳
句
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
世
界
中
の
英
語
俳
句
を
楽
し

ん
で
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
始
め
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
投
句
料
﹈無
料﹇
選
者
﹈ド
ゥ
ー
グ
ル

・
Ｊ
・
リ
ン
ズ
ィ
ー
、
長
谷
川
櫂
、

藤
田
直
子
（
五
十
音
順
）

﹇
賞
﹈各
選
者
ご
と
の
「
芭
蕉
庵
賞
」

（
₃
作
品
）、
賞
品
進
呈
。
各
選
者
ご

と
の
入
選
（
₁₀
作
品
（
予
定
））﹇
発

表
﹈受
賞
者
に
は
、
₁₂
月
末
以
降
メ

ー
ル
で
通
知
※
受
賞
作
品
は
令
和
₅

年
₂
月
に
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
カ
ル
ナ
ビ
、「
第
₄₂
回
時
雨
忌
全

国
俳
句
大
会
入
選
句
集
」
に
掲
載
。

締▢
₁₁
月
₁₀
日
（
木
）
ま
で

﹇
投
句
方
法
﹈大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
で
提
出
※
₁
回
に
つ

き
₁
句
。
一
人
最
大
₁₀
句
ま
で
応
募

可※
投
句
方
法
や
注
意
事
項
な
ど
詳
細

は
芭
蕉
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問▢
芭
蕉
記
念
館
（
常
盤
₁
―
₆
―

₃
） 

☎（
3
6
3
1
）1
4
4
8

 

℻（
3
6
3
4
）0
9
8
6

https://www.kcf.or.jp/
basho/

ｅ▢basho-an₂₀₁₈@kcf.or.jp

　
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
エ
教
室
は
、
東
京
シ
テ
ィ
・
バ
レ

エ
団
の
団
員
が
指
導
す
る
テ
ィ
ア
ラ

こ
う
と
う
主
催
の
バ
レ
エ
教
室
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
教
室
に
通
っ
て
い
る
こ

ど
も
た
ち
が
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
、

バ
レ
エ
技
術
の
向
上
の
た
め
レ
ッ
ス

ン
に
励
ん
で
い
ま
す
（
₄
ク
ラ
ス
制
、

レ
ッ
ス
ン
は
日
曜
）。

時▢
₉
月
₁₁
日
（
日
）
午
前
₁₀
時
〜

（
予
定
）※
詳
細
は
申
込
者
に
通
知
し

ま
す
。

場▢
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
地
下
₁
階

大
会
議
室
（
住
吉
₂
―
₂₈
―
₃₆
）

人▢
小
学
₄
年
生
〜
高
校
生
で
バ
レ

エ
経
験
が
小
学
生
は
₃
年
以
上
、
中

学
・
高
校
生
は
₅
年
以
上
あ
る
方
、

か
つ
バ
レ
エ
教
室
に
所
属
し
、
そ
の

先
生
の
許
可
を
得
た
方

締▢
₈
月
₂₆
日
（
金
）
必
着

申▢
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
性
別
③
年
齢
④
学
年
⑤
経

験
年
数
⑥
身
長
⑦
所
属
バ
レ
エ
教
室

⑧
保
護
者
名
⑨
郵
便
番
号
・
住
所
⑩

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
１３５
―
０００２
住

吉
₂
―
₂₈
―
₃₆
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ
教
室
係

 
☎（
3
6
3
5
）5
5
0
0

 
℻（
3
6
3
5
）5
5
4
7 ▲オーディションの様子

　区では、住宅への浸水被害を軽減するため、
希望者に土のうを10月まで毎月配付しています。
店舗、事務所、事業所、駐車場等は配付の対象
となりません。台風接近時等の直前対応は困難
ですので、ぜひこの機会をご利用ください。
※配付した土のうは、ご自身で日常管理・不要
時の処分をお願いします（清掃事務所では収集
処分できません）。また、土のうをお持ちの方で、
袋が破損している場合は、袋のみの配付も行っ
ています。

［9月分配送日］9月下旬の区が指定する日
締▢ 9月分の配送受付は9／9（金）まで
申▢ 電話で河川公園課工務係☎3647-2538、℻ 
3647-9216


